
令和６年定例６月会議一般質問 

質 問 者 質 問 事 項 及 び 要 旨 
質問の 

相手 

江川 春朝 ふるさと納税について 

① ふるさと納税事業に来年５月より Amazon が参入するが、今

後仲介業者を見直す考えはないか。 

② 返礼品に、フェリーや高速船の運賃の割引があると、帰省や

観光の増加にもつながると思うが、見解を伺う。 

③ 納税額はおぢか新聞に掲載されているが、その内訳や使い道

も公表できるよう「ぎばれ！小値賀ふるさと応援基金条例」

を改正し、この基金についても、わかりやすく見える化して

はどうか。 

 

人口減少対策とジェンダーギャップの関わりについて 

有識者グループ「人口戦略会議」の消滅可能性都市の発表を

うけ、本町はどう受けとり、その発表の説明の中にある、若

年女性の割合が少ない自治体に当てはまる本町は、どのよう

な対策が必要だと考えるか伺う。 

町 長    
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常勤医師２名体制の今後の展望と、医師住宅について 

町長の公約でもあり、多くの町民が望む診療所の常勤医師２

名体制であるが、３月定例会議の施政方針において突如１年

の延期が発表された。 

今年度から常勤医師２名体制がスタートする言われてきたの

で、まさに寝耳に水であった。 

また、延期になったことで、完成したばかりの医師住宅１棟が

空き家状態となっている。 

多くの町民が診療所の医療体制に不安を抱えており、少しで

も不安の解消につながることを願い、以下の４点を質問しま

す。 

① 人事なので公にできない部分もあると思うが、可能な範囲で

延期となった経緯の説明を求める。 

② １年延期との事だが、具体的な期限が発表されたということ
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は、次年度から常勤医師２名体制は既定路線と捉えていいか。 

③ 万が一、常勤２名体制が実現しなかった場合、その後の対応

をどう考えているか。 

④ 新築早々の空き家状態の医師住宅だが、仮に来年度常勤医師

２名になるとして、それまでの間どのような扱いにするのか 

 

診療所の人工透析導入について 

昨年の９月定例会議一般質問において、本町の人工透析導入

の必要性を訴えた。 

患者は年々年を重ねており、佐世保まで通院する体力がなく

なれば移住せざるを得ず、高齢患者救済のためにも一刻も早

い導入が必要と考える。 

また、観光に力を入れている本町であるからこそ、観光や帰

省を望む患者の期待にも応えるべきではないかと考え、以下

４点を質問する。 

① 昨年の９月定例会議において、本町の人工透析導入について

次年度の国への要望書に盛り込みたいとの町長の答弁があ

ったが、その考えに変わりはないか。 

② 佐世保まで２日に一度の通院は、特に高齢者には高いハード 

ルとなっており、通院する体力がなくなれば移住を余儀なく

されるが、この現実をどう思うか。 

③ 昨年の答弁では２床２クール、１日４名受け入れで透析室看

護師が５名必要とのことであったが、２床１クール、１日２

名受け入れであれば、透析室看護師は２、３名いれば足りる

ように思うがどう考えるか。 

④ 観光に尽力している沖縄県では、島民だけでなく透析が必要

な観光客の受け入れもしている。本町とは人口も観光客も桁

違いではあるが、観光に力を入れている本町も倣うべきと考

えるがどうか 
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橋本 武士 令和６年度の政策について 

町長は定例３月会議の施政方針において、施策の柱として、

「子どもの教育の充実と子育て支援」、「農業・漁業・商工観光

業の振興と後継者対策」、「医師・看護師の確保による医療の充

実」、「移住・定住・交流による人口減少対策」、「デジタル社会

を目指した環境整備の促進」、の５本柱とそれに沿った主要事

業を述べていたが、その中で最も重要と捉えている政策と、そ

の政策により見込まれる効果について町長の考えを伺う。 
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町が譲り受けた旧小西邸と旧津田耕平商店倉庫につ

いて 

町は佐世保西消防署の出張所建設用地として利用し、さらに

クランク状の道路線形の改善を図ろうと旧小西邸を譲り受

けた。 

しかし建物を解体しようとしたところ、文化庁の強い指導を

受けて修復して保存することになり、当初の土地利用計画と

はまったく違った方向に進んでいる。 

一方、旧津田耕平商店倉庫は尼忠東店利用者のための駐輪場

などとして利用するために町が譲り受け、解体撤去はしたも

のの土地の利用は進んでいない。 

建物がある土地を利用する計画がある場合、移転補償契約を

結び、建物所有者が解体撤去して更地の状態にしてから所有

権を移転するのが一般的だ。 

① 重要文化的景観区域内という認識はあったのか。 

② 「更地にしてから」という一般的な所有権移転の形をとらな

かったのはなぜか。 

③ 今後旧小西邸はどのように修復し、何に活用するのか。 

④ 修復にかかる費用と、今後の維持管理費を含めた費用対効果

はどうなのか。 

⑤ 旧津田耕平商店倉庫跡地が利用できないのはなぜか。 

⑥ 土地利用計画のために町が買収または寄附を受ける場合は

更地に限ることをルール化すべきではないか。 
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立石 光助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般質問の進捗状況について 

前回までの定例会議で質問した、以下の 3 点について、現在

の進捗状況と今後の具体的な計画について伺います。 

① 台風に強い農業の推進：塩害に強い作物の導入検討、施設の強

靭化などの状況について伺います。また、養蚕業復活の可能性

についても検討状況を伺います。 

② 防風林の整備：防風林の整備計画や、沖縄県のような民間主体

の活動支援など、具体的な取り組みについて伺います。  

③ 半農半 X の推進：農業と他産業の組み合わせによるリスク分

散の具体策、特に民泊や農業体験との連携などについて、検討

状況を伺います。これらの施策は、住民の安全確保と農業の持

続可能性、ひいては小値賀町の未来にとって重要です。前向き

な検討をお願いします。 

 

ごみ置き場の扉について 

ごみ置き場の扉について、重くて開閉作業が大変なのでどう

にかしてほしいとの住民の声が以前からあがっています。各

ごみ置き場を現地調査したところ、ごく一部ではすでに軽量

のものへ交換済みでした。別のある地区では、要望として役場

に伝えているにも関わらず、未だに交換されていないのでど

うにかしてほしい、と相談を受けました。当町が抱える様々な

課題の中では小さな課題で優先度も低い、と思われがちかも

知れません。ただ、日々の暮らしの中で数日に一度必ず行う扉

の開閉作業を、子どもから高齢者まで幅広い世代の住民が、簡

単かつ安全に行えるようになることで、ごみ捨てと いう家事

を担うことができる家族が増え、親の負担が軽減されたり、高

齢の方がごみ捨てのたびに感じる「暮らしにくさ」が解消され

たり、扉で手や体を挟まれるなどの怪我を予防したり、住民福

祉の向上が期待できるものと考えます。これまで改善の要望

がありながら、どうして一部の地区だけしか改善されていな

いのか、また今後改善する予定はあるのか、予定があればどの

ように改善する予定なのか伺います。 
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コミュニティナースの導入検討について 

少子高齢化が進む本町では、医療・介護の担い手不足が深刻化 

し、住民の健康不安が増大しています。コミュニティナースは、 

住民の身近な存在として、健康相談や生活支援など、きめ細や

かなサービスを提供することができ、介護・医療制度にあては

まらない範囲をケアすることができます。看護師・保健師・介

護師が全国的に不足する中で、コミュニティナース導入により

期待される効果は、主に以下の通りです。  

① 住民の健康意識向上と生活習慣病予防  

② 医療・介護サービスの利用促進と重症化予防 

③ 医療・介護関係者との連携強化による地域包括ケアシステムの 

構築  

④ 看護士の資格は持っているが夜勤等が困難な人が活躍できる 

コミュニティナース導入は、住民の生活の質向上と地域医療・

介護の充実につながると確信していますが町長の考えを伺い

ます。 
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